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県
内
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
状
況
や
病
床
の
稼
働

率
な
ど
の
客
観
的
な
数
値
が
悪

化
し
た
こ
と
に
よ
り
、
群
馬
県

は
社
会
経
済
活
動
再
開
に
向
け

た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
警
戒
度
を

５
月
４
日
㈫
か
ら
「
４
」
に
引

き
上
げ
ま
し
た
。
そ
れ
に
伴
い

笠
懸
公
民
館
は
、
５
月
７
日
㈮

か
ら
部
屋
や
ロ
ビ
ー
の
利
用
を

休
止
し
ま
し
た
。
施
設
の
利
用

を
休
止
し
て
い
た
期
間
に
は
、

み
ど
り
市
で
も
高
齢
者
を
対
象

と
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
が
始
ま
り
ま

し
た
。
公
民
館
は
集
団
接
種
会

場
と
し
て
使
用
さ
れ
、
多
い
日

は
、
90
人
が
接
種
を
受
け
て
い

ま
す
。
ま
た
、
６
月
７
日
か
ら

は
、
グ
ン
エ
イ
ホ
ー
ル
Ｐ
Ａ
Ｌ

（
笠
懸
野
文
化
ホ
ー
ル
）
で
も

集
団
接
種
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

多
く
の
市
民
へ
の
ワ
ク
チ
ン
接

種
が
進
み
、
以
前
の
よ
う
な
公

民
館
活
動
が
で
き
る
日
が
早
く

訪
れ
る
こ
と
を
信
じ
て
い
ま
す
。

　
公
民
館
の
利
用
休
止
か
ら
約

１
ヶ
月
半
が
経
過
し
、
よ
う
や

く
感
染
状
況
が
落
ち
着
き
、
客

観
的
な
数
値
も
改
善
に
向
か
い
、

県
の
警
戒
度
が
「
３
」
に
下
が

り
ま
し
た
。
公
民
館
も
６
月
22

日
㈫
か
ら
部
屋
の
貸
し
出
し
を

再
開
し
ま
し
た
。

　
公
民
館
事
業
も
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
会
議
が

開
け
ず
、
停
滞
し
て
い
ま
す
。

部
屋
の
利
用
再
開
後
は
、
会
議

が
開
か
れ
議
論
も
進
む
こ
と
で

し
ょ
う
。

　
現
在
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
禍
の
公
民
館
利
用
は
、
群
馬

県
の
警
戒
度
を
も
と
に
制
限
が

決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
警
戒
度

「
４
」
で
は
、
部
屋
の
貸
し
出

し
を
休
止
。「
３
」
で
は
、
部

屋
の
利
用
延
長
が
で
き
な
い
こ

と
や
、
高
齢
者
や
基
礎
疾
患
が

あ
る
方
に
は
来
館
に
慎
重
な
対

応
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

利
用
に
つ
い
て
は
、
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
す

る
と
と
も
に
、
電
話
で
の
問
い

合
わ
せ
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
来
館
の
際
に
は
、
手
指
消
毒

と
来
館
前
の
検
温
等
、
感
染
防

止
対
策
に
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
昨
年
度
に
続
き
、
笠
懸
町
全

10
地
区
の
納
涼
祭
が
、
今
年
度

も
中
止
と
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
８
月
21
日
㈯
に
開
催

が
予
定
さ
れ
て
い
た
笠
懸
祭
り

に
つ
い
て
は
、
来
場
者
や
参
加

者
、
関
係
者
の
安
全
面
を
最
優

先
に
考
慮
し
、
中
止
が
決
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

▲ワクチン接種会場として使用

▲過去の納涼祭のようす
　
み
ど
り
市
の
夏
の
三
大
の
夏

祭
り
は
、
東
町
の
草
木
湖
ま
つ

り
も
中
止
が
決
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
大
間
々
祇
園
ま
つ
り
に
つ

い
て
は
神
事
の
み
行
わ
れ
る
予

定
で
す
。

　
み
ど
り
市
地
区
公
民
館
連
絡

協
議
会
の
箱
田
会
長
は
「
今
年

度
も
コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
を
考
慮

し
、
地
区
の
納
涼
祭
は
中
止
と

な
り
ま
し
た
。
ワ
ク
チ
ン
接
種

も
始
ま
り
、
来
年
以
降
ま
た
活

気
の
あ
る
納
涼
祭
が
開
催
で
き

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

ま
た
納
涼
祭
が
安
心
し
て
開
催

で
き
る
様
に
な
っ
た
際
に
は
皆

さ
ま
で
盛
大
に
盛
り
上
げ
て
い

き
ま
し
ょ
う
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。

夏
祭
り
が
今
年
も
中
止
に



（2）笠懸公民館だより

あなたも仲間に入りませんか？     　笠懸公民館：76-2211
　ここで紹介するのは、施設を利用している団体・サークルを活動の分野ごとにまとめたものです。
詳しい活動内容や参加方法については、それぞれの代表者にお問い合わせください。代表者の連絡先
については、笠懸公民館にお問い合わせください。
　※見学・体験について　　○：いつでも見学・体験できます　　予約：事前予約が必要です

分野 サークル・グループ名 活動日 活動時間 見学 体験
短歌 笠懸短歌サークル 第3土曜日 13:30～15:30 ○ 予約
俳句 四季の会 隔週土曜日、不定期（月1回） 13:30～16:30 予約 予約
絵画（水彩） 彩画会 第2･4金曜日 13:30～16:30 ○ ○

書道

笠懸書道愛好会 毎週火曜日 19:00～21:00 ○ ○
笠懸書道協会 不定期 ― ○ ○
書道サークル 毎週水曜日 ９:30～12:00 ○ ○
書の光 毎週金曜日 ９:30～12:30 ○ ○
楽しい創作書道クラブ 隔週第2・4水曜日 13:00～16:00 ○ ○

写真
笠懸フォトクラブ 第3水曜日 19:00～22:00 ○ ○
写学倶楽部 第4水曜日 13:30～15:30 ○ ○
フォト銀河 第2火曜日 19:00～21:30 ○ 予約

絵手紙 絵手紙カタクリの会 第2・4金曜日 14:00～16:00 ○ 予約
絵手紙サークル 第3金曜日 13:00～16:00 － －

その他美術 3色パステルサークル 第4火曜日 10:00～12:00 ○ ○

茶道 かえで 第3水曜日 13:00～16:00 予約 予約
笠懸町茶花道協会 不定期 ― － －

花道

かさかけ華道サークル 第2金曜日 10:00～12:00 ○ ○
花葉会 不定期（月1回） 10:00～12:00 ○ 予約
21世紀花の文化研究会 第3水曜日 10:00～12:00 予約 予約
流木華道愛好会 不定期(土曜日） 18:00～20:00 予約 予約

七宝焼 エマイユ9　七宝サークル 第2・4水曜日 13:00～16:00 ○ －
編み物 あみあみクラブ 第2・4金曜日 13:00～16:00 ○ ○

陶芸

笠懸陶芸会 第1土・日曜日 ６:00～17:00 ○ ○
陶芸愛好会 第3木・金曜日 ９:00～12:00 ○ ○
陶芸クラブ 第2土・日曜日 10:00～13:00又17:00 － －
やきものサークル 第4週日 ９:00～12:00 予約 予約

ﾌﾗﾜｰｱﾚﾝｼﾞﾒﾝﾄ 花のサークル 第2金曜日 19:00～22:00 予約 －
プリ花 第4金曜日 19:00～22:00 ○ ○

その他手工芸 咲き織りの詩かさかけ 第1・3土曜日 13:30～16:30 予約 予約

コーラス
笠懸野合唱団 毎週金曜日 19:00～22:00 ○ ○
コール･コスモス 毎週火曜日 19:00～22:00 ○ ○
れもんば～む 第2・4水曜日 13:00～16:00 ○ ○

楽器演奏

アンデス音楽を楽しむ会 隔週水曜日 19:00～21:30 予約 予約
ウクレレサークル　ブーゲンビリア 毎週水曜日 ９:30～12:00 ○ ○
カフェアンサンブル 第3木曜日 20:00～22:00 ○ ○
工謳吹奏楽団 火・金・土曜日(不定期) 19:00～22:00 ○ ○
みどり市民吹奏楽団 隔週水・金曜日 19:30～22:00 ○ ○
渡良瀬ちんどんハッピーパラダイス 金曜日（月2回） 19:00～21:00 予約 予約

アコーディオン 桐生・みどりアコーディオンサークル 毎週火曜日 18:30～21:30 ○ ○
その他音楽・楽器 みどり土笛の会 隔週水曜日 ９:00～12:00 ○ ○

舞踊
ひなづる会 毎週金曜日 13:30～16:30 予約 予約
舞踊の会 秋桜 隔週土曜日 ９:30～12:30 ○ ○
舞昇会 隔週金曜日 13:00～15:30 ○ ○



（3） 令和３年６月30日笠懸公民館だより（第166号）

分野 サークル・グループ名 活動日 活動時間 見学 体験
吟詠 心彰流吟詠会笠懸第一教室 第1,2,3金曜日 13:00～16:00 ○ ○
その他芸能 謡と仕舞の会 隔週木曜日 14:00～16:00 ○ ○

八木節 笠懸恩知会 毎週木曜日 20:00～22:00 予約 予約
みどり市八木節連合会 第2・４金曜日 19:00～21:00 ○ ○

その他郷土芸能 笠懸保存会 不定期（年2回） 18:00～19:00 予約 －

社交ダンス あゆみ友の会 毎週木曜日 14:30～17:00 ○ ○
向日葵 毎週水曜日 19:00～22:00 ○ ○

フラダンス

カプアフラ 毎週木曜日 19:00～22:00 ○ ○
フラ・レイモミ 隔週水曜日 15:30～17:30 ○ ○
フラ・レイラニ 毎週土曜日 10:00～12:00 ○ ○
プルメリア 毎週木曜日 14:00～16:00 ○ ○

ヒップホップ

SHAPE's 毎週木曜日 19:00～20:00 予約 予約
SHAPE's kid's 毎週木曜日 18:00～19:00 予約 予約
SHAPE'ｓ 初級クラス 毎週木曜日 17:00～17:45 ○ ○
Hip Hop 初級 毎週日曜日 15:30～17:00 ○ ○
Hip Hop 中級 毎週日曜日 13:00～14:30 ○ ○

その他ダンス

笠懸ヘルシーダンス 毎週水曜日 19:00～22:00 ○ ○
KPOP 毎週日曜日 14:30～15:30 ○ ○
JOKER TRIBE 不定期 ― 予約 予約
千紫万紅 不定期 18:00～20:00 ○ ○

健康体操

生命の貯蓄体操普及会　みどり準支部 不定期 ― ○ ○
生命の貯蓄体操普及会　みどり準支部
笠懸中央教室 毎週水曜日 13:30～16:30 ○ ○

生命の貯蓄体操普及会　みどり準支部
はとぽっぽ教室 毎週水曜日 19:00～21:30 ○ 予約

笠懸はばたき教室 毎週水曜日 ９:00～12:00 ○ ○
サクラ会 毎週火曜日 13:00～16:00 ○ 予約
サクラ会Ⅱ 毎週金曜日 13:00～16:00 ○ ○
なでしこ 毎週水曜日 13:00～16:00 ○ ○
ぴんころクラブ 毎週金曜日 ９:00～12:00 ○ ○
ぴんころ第Ⅱクラブ 毎週火曜日 ９:30～12:30 ○ ○

ストレッチ体操

エージレス体操 毎週水曜日 ９:00～12:00 ○ ○
3Ｂトライ 隔週土曜日 10:30～12:30 ○ ○
ステップ3B体操 毎週金曜日 ９:00～12:00 ○ ○
ストレッチ＆ダンスサークルＤＭＡＲＵ 毎週火曜日 10:00～12:30 － 予約

エアロビクス
ミチカサークル 第1・3金曜日 13:30～15:00 ○ ○
リズムムーブメント 毎週木曜日、不定期 13:30～16:30 予約 予約
ＹＭクラブ 毎週木曜日 ９:30～11:00 ○ ○

ヨガ

Ailes 毎週木曜日 10:30～12:00 予約 予約
～Mayumi Allure～ 毎週木・金曜日 20:30～22:00 ○ ○
ヨーガサークル　リラの会 毎週水曜日 ９:30～12:00 ○ ○
ヨガサークルパンジー 毎週火曜日 ９:30～12:00 ○ ○

ウォーキング 美魔女ウォーキングクラブ 第2・4木曜日 10:00～12:30 ○ ○

太極拳
笠懸太極拳 毎週木曜日 19:00～22:00 予約 予約
太極拳あすなろ 毎週火曜日 13:00～15:30 ○ ○
太極拳かたくり 毎週水曜日 14:00～16:00 予約 予約

吹き矢 みどり中央スポーツウェルネス吹矢クラブ 不定期（土曜日） 19:00～21:30 ○ ○
その他軽スポーツ ボッチャクラブ 不定期 13:00～16:00 ○ ○

子育て 笠懸町子ども会育成会連合会 不定期 ― ○ ○
みどりダウン症サークル 不定期 10:00～14:00 予約 予約



（4）笠懸公民館だより

分野 サークル・グループ名 活動日 活動時間 見学 体験

外国語 アンニョンハセヨ 隔週火曜日 13:30～16:00 ○ ○
上海クラブ 毎週金曜日　 19:30～22:00 ○ ○

その他学習活動

憲法を学ぶ会 不定期 ― ○ －
写経に親しむ会 第1水曜日 ９:30～12:30 ○ ○
(公財)野村生涯教育センター　群馬支部 不定期 ― ○ ○
みどりふれあいサポーター連絡会 不定期 ９:30～12:00 ○ －

ボランティア みどり市災害ボランティアの会 不定期 14:00～15:30 ○ －
郎読ボランティア笠懸 不定期（毎月2回） ９:00～12:00 ○ ○

料理・お菓子 あざみ手打そば同好会 第2・4木曜日 17:00～20:30/
13:00～16:00 ○ ○

スプーンの会 不定期（月1土曜） 10:30～13:30 － －

視聴覚・パソコン
パソコン愛好会 水曜日（月3回） 14:00～17:00 ○ －
パソコン教室周藤会 毎週水曜日 12:30～15:30 ○ ○
ＰＣさくら 隔週木曜日 13:00～16:00 予約 予約

囲碁・将棋
笠懸囲碁クラブ 毎週水・金曜日 12:45～15:45 ○ ○
将棋クラブ 毎週土曜日 ９:30～12:30 ○ ○
みどり市親子将棋教室友の会 第1・3土曜日/第2・4日曜日 ９:30～12:30 ○ ○

生活技術 生活クラブ・3Ｒ 不定期 ― － －
その他趣味 笠懸マジック愛好会 第3金曜日 19:30～21:30 ○ ○

社会教育 みどり市笠懸地域文化協会 不定期 ― － －
笠懸町婦人会 不定期 不定期 － －

社会体育
FC笠懸84 毎週土・日曜日 ８:30～12:00 予約 予約
笠老連グラウンドゴルフ部 不定期 13:30～15:00 ○ ○
みどり市グラウンドゴルフ協会 不定期（10回程度） 13:30～16:00 ○ ○

ボーイスカウト・ 
ガールスカウト

ガールスカウト群馬県第57団 不定期(平日夜､土日) 10:00～12:00 予約 予約
ボーイスカウト桐生17団 不定期日曜日 ９:00～12:00 ○ ○

その他
団体活動

Webタイムス笠懸 隔週火曜日 19:30～21:30 ○ ○
笠懸町花の会　 不定期 ― ○ ○
みどり地区更生保護女性会・笠懸支部 不定期 10:00～12:00 予約 予約
わかば会　笠懸支部 不定期 ― － －

　
３
月
30
日
㈫
に
桐
生
市
内
で

開
催
さ
れ
た
東
京
２
０
２
０
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
聖
火
リ
レ
ー
。
そ
の
聖
火

リ
レ
ー
に
み
ど
り
市
か
ら
ラ
ン

ナ
ー
と
し
て
参
加
し
た
樋
口
京

司
さ
ん
と
髙
草
木
架
月
さ
ん
が

使
用
し
た
聖
火
リ
レ
ー
ト
ー
チ

と
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
が
、
６
月
23

日
㈬
か
ら
み
ど
り
市
役
所
各
庁

舎
や
市
民
体
育
館
で
巡
回
展
示

さ
れ
ま
す
。

　
７
月
23
日
㈮
か
ら
始
ま
る
東

京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

前
に
、
実
際
に
使
用
さ
れ
た

・
教
育
庁
舎　
（
樋
口
氏
）

・
大
間
々
庁
舎(

髙
草
木
氏)

８
月
18
日
㈬
～
９
月
５
日
㈰

・
桐
生
大
学
グ
リ
ー
ン
ア

リ
ー
ナ
（
み
ど
り
市
民
体
育

館
）（
樋
口
氏
、
髙
草
木
氏
）

※
（　
）
内
は
着
用
者

●
問
い
合
わ
せ
先

　
み
ど
り
市
教
育
委
員
会

　
社
会
教
育
課

　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

　
７
６‒

９
８
４
５

ト
ー
チ
を
見
て
、
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
ム
ー
ド
を
さ
ら
に
高
め
て
み

ま
せ
ん
か
。

●
展
示
期
間
・
場
所

６
月
23
日
㈬
～
７
月
６
日
㈫

・
笠
懸
庁
舎
（
樋
口
氏
）

・
東
支
所　
（
髙
草
木
氏
）

７
月
７
日
㈬
～
７
月
20
日
㈫

・
大
間
々
庁
舎
（
樋
口
氏
）

・
教
育
庁
舎　
（
髙
草
木
氏
）

７
月
21
日
㈬
～
８
月
３
日
㈫

・
東
支
所　
（
樋
口
氏
）

・
笠
懸
庁
舎
（
髙
草
木
氏
）

８
月
４
日
㈬
～
８
月
17
日
㈫

感
動
を
再
び
！

ト
ー
チ
を
巡
回
展
示

▲展示のようす（笠懸庁舎）
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気
軽
に
交
流
「
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
大
会
」

み
ど
り
市
笠
懸
公
民
館
利
用
者
の
会
Vol.6

素
朴
な
疑
問
あ
れ
こ
れ

笠
北
小
３
年
生　
市
内
施
設
を
学
ぶ

　
５
月
20
日
㈭
に
予
定
さ
れ
て

い
た
、
笠
懸
北
小
学
校
の
３
年

生
に
よ
る
施
設
見
学
が
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
状
況

が
悪
化
し
、
中
止
と
な
り
ま
し

た
。
そ
の
た
め
、
学
校
で
公
民

館
に
つ
い
て
学
習
し
た
子
ど
も

た
ち
か
ら
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

い
く
つ
か
抜
粋
し
、
回
答
と
合

わ
せ
て
紹
介
し
ま
す
。

【
Ｑ
①
】
ど
ん
な
こ
と
に
よ
く

使
わ
れ
ま
す
か
。

【
Ａ
①
】
サ
ー
ク
ル
活
動
（
楽

器
の
演
奏
や
書
道
、
ダ
ン
ス
な

ど
同
じ
趣
味
を
持
つ
人
た
ち
が

学
ん
だ
り
仲
間
づ
く
り
を
す
る

活
動
）
で
多
く
使
わ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
地
域
の
人
た
ち
が

会
議
を
す
る
場
所
と
し
て
も
多

く
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
Ｑ
②
】
な
ぜ
、
利
用
料
が
無

料
な
の
で
す
か
。

【
Ａ
②
】
公
民
館
は
学
校
と
同

じ
よ
う
に
学
習
を
す
る
場
所
な

の
で
無
料
で
す
。

【
Ｑ
③
】
ど
ん
な
イ
ベ
ン
ト
を

や
っ
て
い
ま
す
か
。

【
Ａ
③
】
公
民
館
で
は
、
子
ど

も
か
ら
大
人
ま
で
た
く
さ
ん
の

人
が
参
加
で
き
る
も
の
を
行
っ

て
い
ま
す
。
小
学
生
の
み
ん
な

が
参
加
で
き
る
子
ど
も
ま
つ
り

や
冬
休
み
の
書
道
教
室
な
ど
が

あ
り
ま
す
。
公
民
館
で
参
加
人

数
が
一
番
多
い
も
の
が
文
化
祭

で
す
。
文
化
祭
で
は
、
公
民
館

を
利
用
し
て
い
る
人
が
発
表
を

し
た
り
、
初
め
て
公
民
館
に
来

た
人
で
も
参
加
で
き
る
イ
ベ
ン

ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
【
Ｑ
②
】
は
、グ
ン
エ
イ
ホ
ー

ル
Ｐ
Ａ
Ｌ
と
比
べ
た
時
に
思
い

つ
い
た
疑
問
だ
そ
う
で
す
。
実

際
に
施
設
を
見
学
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
子
ど

も
の
頃
の
感
性
豊
か
な
視
点
を
、

大
人
に
な
っ
て
も
大
切
に
し
て

欲
し
い
で
す
ね
。

　
公
民
館
利
用
者
の
会
主
催

の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
大
会
が
初

め
て
行
わ
れ
た
の
は
平
成
26

年
９
月
で
す
。
こ
れ
ま
で
６

回
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
新

型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
昨
年
度

は
中
止
、
今
年
度
も
開
催
で

き
そ
う
に
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
利
用
者
の
会
は
„
誰
も
が

使
い
や
す
い
公
民
館
＂
を
目

指
し
て
い
ろ
い
ろ
な
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
そ

の
た
め
に
も
利
用
者
同
士
の

交
流
は
と
て
も
大
切
だ
と
思

い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
公
民

館
に
Ｂ
Ｂ
Ｑ
コ
ン
ロ
が
あ
る

の
を
知
っ
た
理
事
が
利
用
者

の
会
の
理
事
会
で
利
用
者
交

流
の
た
め
の
Ｂ
Ｂ
Ｑ
大
会
を

計
画
し
ま
し
た
。

　
生
ビ
ー
ル
な
ど
は
別
料
金

で
す
が
大
人
１
０
０
０
円
、

子
ど
も
５
０
０
円
で
飲
ん
だ

り
食
べ
た
り
で
き
る
と
い
う

こ
と
で
、
公
民
館
利
用
サ
ー

ク
ル
の
人
た
ち
や
お
母
さ
ん

と
一
緒
教
室
な
ど
の
講
座
で

知
り
合
っ
た
人
た
ち
、
ま
た

地
域
の
人
た
ち
の
よ
い
交

流
の
場
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

„
公
民
館
で
お
酒
？
＂
と
違

和
感
を
覚
え
る
人
も
い
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
気
軽
に

参
加
で
き
る
交
流
の
機
会
か

ら
新
し
い
出
会
い
、
つ
な
が

り
が
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

　
コ
ロ
ナ
が
収
束
し
た
ら
ま

た
再
開
で
き
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
準

備
や
運
営
に
こ
れ
ま
で
以
上

に
多
く
の
人
が
協
力
し
て
く

れ
る
と
う
れ
し
い
で
す
。

令和 3年度笠懸地域文化祭

参加者追加募集 !!参加者追加募集 !!参加者追加募集 !!
　新型コロナウイルスの感染拡大により笠懸公民館の利用ができな
い期間があったため、文化祭の参加者を追加募集します。

日　　程　令和 3年 10月 16日（土）・17日（日）【予定】
　　　　　※開催日程、開催方法については、実行委員会で検討し
　　　　　　ます。
会　　場　笠懸公民館・グンエイホール PAL（笠懸野文化ホール）
参加資格　主に笠懸地域で活動している団体及び個人であり、実行
　　　　　委員会に実行委員を選出し、文化祭の運営に協力できる
　　　　　こと。
　　　　　※実行委員は全３回の実行委員会に出席してください。
申込方法　笠懸公民館の窓口で申込書に記入
受付時間　午前 9時～午後 5時（月曜休館）

申込期限　令和 3年 7月 25日（日）
問合せ先　笠懸公民館

▲お肉を焼きながら交流
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う
で
す
。

　
宮
司
さ
ん
は
、
今
井
さ
ん
と

い
う
方
で
す
が
、
木
曽
義
仲
公

の
家
臣
今
井
兼
平
公
の
御
子
孫

と
い
う
こ
と
で
す
。

　
今
井
兼
平
公
と
は
、
粟
津
で

義
仲
公
と
と
も
に
討
ち
死
に
し

た
第
一
の
家
臣
で
し
た
。
そ
れ

と
今
井
さ
ん
は
元
教
師
で
笠
懸

村
誌
の
作
成
に
あ
た
り
、
ご
尽

力
を
頂
き
、
当
時
何
度
も
笠
懸

へ
足
を
運
ん
だ
そ
う
で
す
。

　
御
朱
印
を
頂
き
な
が
ら
、
そ

ん
な
貴
重
な
お
話
を
伺
え
る
と

は
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
今
回
も
不
思
議
な
ご
縁
に
出

会
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
今
度
是
非
お
水
を
頂
き
に
行

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
」

　
前
回
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
の
確
認
は
で
き
た
で
し
ょ

う
か
。
今
回
の
お
す
す
め
は

マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
で
す
。

　
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
と

は
、
い
ざ
と
い
う
時
に
あ
わ

て
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
一

人
ひ
と
り
の
家
族
構
成
や
地

域
環
境
に
合
わ
せ
て
、「
い

つ
」「
誰
が
」「
何
を
す
る
か
」

を
あ
ら
か
じ
め
時
系
列
で
整

理
し
た
防
災
行
動
計
画
の
こ

と
で
す
。
こ
れ
は
台
風
や
大

雨
の
時
に
活
用
で
き
ま
す
。

　
台
風
、
大
雨
が
降
る
３
日

前
ま
で
に
一
人
ひ
と
り
が

や
っ
て
お
く
こ
と
を
時
系
列

で
書
き
出
し
表
に
し
ま
す

（
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の

作
り
方
を
検
索
す
る
と
色
々

で
て
き
ま
す
）。
一
例
と
し

て
、
３
日
前
に
食
料
や
薬
の

準
備
、
２
日
前
に
は
ガ
ソ
リ

ン
満
タ
ン
、
外
回
り
や
カ
ー

ポ
ー
ト
の
補
強
、
前
日
は
懐

中
電
灯
、
電
池
、
携
帯
電
話

の
充
電
、
水
の
確
保
を
し
て

お
き
、
当
日
は
不
要
不
急
の

外
出
を
さ
け
る
。

　

大
雨
の
中
、
川
を
見
に

行
っ
た
り
、
屋
根
に
上
っ
た

り
し
な
い
よ
う
に
、
防
災
は

計
画
的
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

投　

稿

歴
史
と
の
出
会
い

御
朱
印
レ
デ
ィ
ー

　
渋
川
市
北
橘
町
に
あ
る
木
曽

三
社
神
社
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
神
社
内
は
、
自
然
に
囲
ま
れ

水
が
と
て
も
豊
富
で
す
。
そ
の

水
は
、
赤
城
山
に
降
っ
た
雨
が

50
年
か
け
て
浸
透
し
湧
き
水
と

し
て
流
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

県
内
で
一
番
水
が
多
い
と
の
こ

と
。
週
末
に
は
、
水
を
汲
み
に

来
る
人
が
た
く
さ
ん
訪
れ
る
そ

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、市
民
の

み
な
さ
ん
の
交
流
の
場
で
す
。

サ
ー
ク
ル
の
会
員
募
集
や
イ
ベ

ン
ト
の
お
知
ら
せ
、投
稿
な
ど
、

何
で
も
原
稿
を
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。（
し
め
き
り
毎
月
10
日
）

防
災
を
考
え
る
⑧

　公民館には、サークル活動室や和室、交流ホール、ギャラリー、
こどものお部屋、音楽室などいろいろな部屋があります。これら
の部屋は、団体・サークル活動（原則７割以上の方が市内在住・
在勤・在学の団体・サークル）はもちろん、個人の学習活動にも
無料で利用できます。サークル活動や会議、学習会、学習成果の
発表やイベントなど、活動や目的に合わせて自由に使えます。ま
た、交流・くつろぎの場として交流ロビーや喫茶コーナーもあ
ります。
　部屋を利用するには予約が必要です。利用希望日の前月から
予約できますので、受付時間内に来館のうえ予約してください。
（個人の利用は、利用日の３日前から）部屋の空き状況を確認し
た後（空き状況の確認は電話でもできます）、申込用紙に必要事
項を書き込むだけで予約できます。（毎年度はじめての利用の場
合は利用調査表を提出していただきます。）
　ただし、営利・政党・宗教活動を目的とする利用などは、会場
や備品を提供できない場合もありますので、職員にご相談くだ
さい。
　詳しくは、笠懸公民館までお問い合わせください。

《受付時間》火曜～金曜 ９：００～２０：００
　　　　　　土・日曜・祝祭日 ９：００～１７：００
《開館時間》火曜～土曜 ９：００～２２：００
　　　　　　日曜・祝祭日 ９：００～１７：００
《休 館 日》毎週月曜日　年末年始(１２／２８～１／４)
　　　　　　臨時休館

みどり市笠懸町阿左美1581-1　℡７６-２２１１

みどモス

９：００

み
笠懸公民館を使ってみましょう！

公民館地図

▲木曽三社神社の御朱印
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の
散
歩
コ
ー
ス
と
な
っ
て
い
る

よ
う
で
す
。

　
博
物
館
か
ら
北
に
足
を
延
ば

せ
ば
鹿
田
山
フ
ッ
ト
パ
ス
が
あ

り
ま
す
。
フ
ッ
ト
パ
ス
と
は
、

歩
く
こ
と
を
楽
し
む
た
め
の
道

で
イ
ギ
リ
ス
が
発
祥
の
地
の
よ

う
で
す
。
健
康
づ
く
り
の
基
本

と
な
る
足
腰
の
鍛
錬
に
多
く
の

人
が
歩
い
て
い
ま
す
ね
。
市
民

に
人
気
の
あ
る
里
山
で
、
い
つ

訪
れ
て
も
た
く
さ
ん
の
人
と
の

出
会
い
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
は

鹿
田
山
と
い
い
ま
す
が
、
鹿
田

山
と
い
う
ピ
ー
ク
（
山
頂
）
は

あ
り
ま
せ
ん
。
小
高
い
丘
の
よ

う
な
八
王
子
山
（
標
高
３
２
３

㍍
）、
御み

た
け
さ
ん

嶽
山
（
標
高
２
２
９

㍍
）、
弥
右
衛
門
山
（
標
高

２
３
３
㍍
）
等
の
総
称
の
よ
う

で
す
。
人
工
の
池
、
清
水
新
沼

を
起
点
に
歩
け
ば
、
大
き
な
起

伏
も
な
く
ウ
ッ
ド
チ
ッ
プ
の
敷

き
詰
め
ら
れ
た
心
地
よ
い
道

で
、
春
夏
秋
冬
、
季
節
に
咲
く

山
野
草
を
探
し
な
が
ら
歩
け
ば

心
身
と
も
に
癒
さ
れ
る
こ
と
で

し
ょ
う
。
こ
の
自
然
の
景
観
を

生
か
し
た
里
山
は
、
地
元
の
人

で
組
織
す
る
鹿
田
山
環
境
保
全

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
中
心
に
、
た

く
さ
ん
の
人
た
ち
の
手
に
よ
っ

て
維
持
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、
こ
の
里
山
か
ら
見
る
赤
城

山
（
標
高
１
８
２
８
㍍
日
本

１
０
０
名
山
）や
袈
裟
丸
山（
標

高
１
８
７
８
㍍
日
本
３
０
０
名

山
）
は
素
敵
で
す
ね
。
特
に
雪

を
冠
っ
た
赤
城
山
の
光
景
は
お

奨
め
で
す
。

歩
け
ば
何
か
し
ら
日
常
と
は

違
っ
た
発
見
が
あ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

里
山
歩
き
「
鹿
田
山
」

萩　
芳
岳

　
み
ど
り
市
の
笠
懸
地
区
の
鹿

の
川
沼
周
辺
は
、
日
本
に
旧
石

器
時
代
の
文
化
が
存
在
す
る
こ

と
を
証
明
し
た
岩
宿
遺
跡
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
遺
跡
か
ら
発
掘

さ
れ
た
石
器
な
ど
が
岩
宿
博
物

館
に
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

当
時
の
日
本
に
つ
い
て
学
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

岩
宿
博
物
館
の
東
に
琴
平

山
（
標
高
１
９
６
㍍
）
が
あ
り
、

そ
の
先
端
の
岩
場
が
大
間
々
扇

状
地
展
望
台
と
し
て
地
元
の
人

雑
草
に
隠
れ
顔
出
す
花
薊
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
由
美
香
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

裂
き
織
の
自
習
が
続
く
春
の
夜
　
　
　
　
　
　
　
窪
田
　
友
美

ワ
ク
チ
ン
の
予
約
も
終
り
夏
初
月
　
　
　
　
　
　
髙
野
　
春
蝶

一
杯
の
昼
酒
を
呑
む
春
の
暮
　
　
　
　
　
　
　
　
糸
井
　
佳
酔

禍
や
美
容
院
に
も
行
け
ぬ
春
　
　
　
　
　
　
　
　
髙
野
　
光
訽

苗
木
植
ふ
屋
敷
の
畑
や
雨
の
午
後
　
　
　
　
　
　
窪
田
　
剣
邦

夕
蛙
昭
和
の
歌
を
口
遊
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
林
　
狐
一

愛
犬
と
ゴ
ー
ヤ
の
苗
を
植
へ
る
夫
　
　
　
　
　
　
前
原
　
紫
蘭

い
つ
の
間
に
蒲
公
英
の
絮
と
ぶ
日
和
　
　
　
　
　
中
谷
　
邦
女

ぴ
ょ
ん
と
は
ぬ
猫
に
ち
ょ
っ
か
い
初
蛙
　
　
　
　
小
林
　
華
笑

主
逝
き
生
へ
放
題
の
竹
の
秋
　
　
　
　
　
　
　
　
家
住
　
紫
香

退
院
の
夫
と
ワ
ン
コ
と
春
の
暮
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
小
春

古
帯
で
作
る
バ
ッ
ク
や
春
惜
し
む
　
　
　
　
　
　
東
宮
　
春
水
　
　
　
　
　
　
　
　
　

母
と
妹
か
た
り
し
眠
る
春
の
夢
　
　
　
　
　
　
　
金
井
　
漢
江

久
び
さ
の
駅
の
き
ざ
は
し
風
光
る
　
　
　
　
　
　
川
岸
　
星
漢

石
楠
花
の
は
な
の
撓
わ
に
鉢
育
ち
　
　
　
　
　
　
𠮷
田
　
和
義

軽
ト
ラ
の
タ
イ
ヤ
つ
る
つ
る
葱
坊
主
　
　
　
　
　
金
井
　
英
麿

指
先
に
山
椒
の
新
芽
み
つ
け
を
り
　
　
　
　
　
　
糸
井
　
初
音

春
霞
お
好
み
焼
に
舌
づ
つ
み
　
　
　
　
　
　
　
　
徳
田
　
夕
子

品
の
良
き
人
の
会
釈
や
春
日
傘
　
　
　
　
　
　
　
横
倉
　
　
雅

孫
よ
り
も
夢
中
に
な
り
し
シ
ャ
ボ
ン
玉
　
　
　
　
桾
沢
　
春
蘭

猫
に
愚
痴
を
も
ゐ
の
た
け
を
葱
坊
主
　
　
　
　
　
韓
　
百
日
紅

老
衰
と
な
り
し
独
り
や
花
供
養
　
　
　
　
　
　
　
須
田
　
仙
寿
　
　
　

休
日
の
午
後
は
コ
ー
ヒ
ー
春
惜
し
む
　
　
　
　
　
糸
井
　
梅
光

春
の
雨
レ
イ
ン
コ
ー
ト
で
散
歩
か
な
　
　
　
　
　
村
田
　
小
町

花
冷
や
催
促
さ
る
る
犬
散
歩
　
　
　
　
　
　
　
　
村
田
　
紅
蘭

朝
風
呂
に
ゆ
っ
く
り
入
り
長
閑
な
り
　
　
　
　
　
童
　
　
鳥
海

コ
ン
ビ
ニ
の
明
か
り
は
消
へ
ず
朧
月
　
　
　
　
　
小
此
木
和
音

参
道
に
老
猫
二
ひ
き
風
光
る
　
　
　
　
　
　
　
　
新
羅
　
光
海
　
　

演
歌
師
の
女
房
で
す
と
暮
の
春
　
　
　
　
　
　
　
冠
　
　
二
郎

歳
時
記
を
三
冊
買
ひ
し
春
の
夢
　
　
　
　
　
　
　
石
原
　
青
蓮
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

天
命
を
待
つ
人
の
ひ
て
風
光
る
　
　
　
　
　
　
　
宇
野
　
勘
大

お
き
な
草
母
の
墳
墓
に
根
付
き
を
り
　
　
　
　
　
金
　
　
光
月

四
季
の
会

四
月
句
会

投稿募集
身のまわりの出来事や日ごろ
感じていること、公民館に関す
るご意見や感想など、なんでも
お気軽にお寄せください。

◇本文（400字以内）
氏名、住所、電話番号を明記
◇しめきり 毎月10日
◇宛先 笠懸公民館
原稿は、郵送、ファックス、
メールなどでご提出ください。

※紙面の都合により掲載できない
場合があります。予めご了承くだ
さい。

み
ど
り
市

　

ス
ケ
ッ
チ

み
ど
り
市

　

ス
ケ
ッ
チ
vol.5vol.5

▲春は菜の花がきれいに咲く



（8）笠懸公民館だより

福
井
地
震
に
よ
り
倒
壊
し
ま
し

た
が
、
そ
の
後
、
可
能
な
限
り

倒
壊
前
の
建
材
を
活
用
し
て
再

建
さ
れ
た
よ
う
で
す
。
天
守
台

の
石
垣
は
野
面
積
で
天
守
は
望

楼
型
で
二
重
三
階
づ
く
り
、
屋

根
の
瓦
は
凍
結
す
る
の
を
防
ぐ

た
め
に
石
瓦
が
使
わ
れ
て
い
る

　

群
馬
県
の
警
戒
度
が
「
４
」

と
な
り
、
外
出
自
粛
が
求
め
ら

れ
て
い
た
約
１
ヶ
月
半
。
心
地

よ
い
初
夏
の
陽
気
の
日
に
、
妻

と
自
宅
の
近
所
を
散
歩
し
た
。

そ
の
時
は
あ
え
て
普
段
、
車
で

は
通
ら
な
い
道
を
歩
い
た
。
す

る
と
「
こ
の
道
は
こ
こ
に
つ
な

が
っ
て
い
る
の
か
」
や
「
こ
こ

に
こ
ん
な
素
敵
な
花
が
咲
い
て

い
る
の
か
」
な
ど
新
し
い
発
見

も
あ
っ
て
、
楽
し
い
時
間
を
過

ご
せ
た
。
ま
た
最
近
で
は
、
ス

テ
イ
ホ
ー
ム
の
時
間
を
使
い
、

コ
ー
ヒ
ー
を
淹
れ
て
飲
む
こ
と

に
は
ま
っ
て
い
る
。
豆
の
種
類

や
焙
煎
の
仕
方
で
味
が
変
わ
る

の
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
コ
ー

ヒ
ー
を
淹
れ
る
器
具
に
よ
っ
て

も
味
な
ど
に
影
響
す
る
こ
と
を

知
っ
た
。
思
っ
て
い
た
以
上
に

奥
深
い
も
の
だ
。
今
は
淹
れ
る

楽
し
み
と
飲
む
楽
し
み
が
あ
る
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
で
我
慢
を
強
い
ら
れ
る
こ
も

た
く
さ
ん
あ
る
が
、
家
族
と
過

ご
す
時
間
や
新
た
な
楽
し
み
の

発
見
な
ど
、
い
い
面
も
意
識
し

て
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
過
ご
し
た
い

た
い
と
思
う
。（
平
）

ち
ょ
っ
と
一
息

投　

稿

カ
レ
ー
ラ
イ
ス
と
ラ
イ
ス
カ
レ

ー
は
ど
う
違
う
？

　
カ
レ
ー
が
初
め
て
日
本
に
入

っ
て
き
た
の
は
、
明
治
初
期
と

さ
れ
て
い
る
。
カ
レ
ー
が
日
本

で
普
及
し
た
き
っ
か
け
は
、
大

正
時
代
に
軍
隊
食
と
し
て
採
用

さ
れ
、
味
を
覚
え
た
兵
士
た
ち

が
家
で
も
食
べ
る
よ
う
に
な
り
、

や
が
て
一
般
家
庭
に
広
ま
っ
た
。

　
ラ
イ
ス
カ
レ
ー
の
語
源
に
つ

い
て
は
諸
説
あ
る
が
、「
少
年

よ
、
大
志
を
抱
け
」
で
有
名
な

ク
ラ
ー
ク
博
士
が
名
付
け
た
の

だ
と
い
う
説
も
あ
る
。
札
幌
農

学
校
で
生
徒
の
貧
弱
な
体
格
か

ら
肉
を
食
べ
さ
せ
よ
う
と
カ
レ

ー
を
す
す
め
る
貼
紙
に
は
ラ
イ

ス
カ
レ
ー
と
書
か
れ
て
い
た
。

　
ラ
イ
ス
カ
レ
ー
が
カ
レ
ー
ラ

イ
ス
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
の
は
１
９
６
０
年
代
に
入
っ

て
か
ら
だ
。
今
ま
で
庶
民
的
な

イ
メ
ー
ジ
が
強
か
っ
た
ラ
イ
ス

カ
レ
ー
を
、
カ
レ
ー
ル
ー
と
ラ

イ
ス
を
別
々
の
容
器
に
盛
り
、

高
級
な
イ
メ
ー
ジ
で
売
り
出
し
、

カ
レ
ー
ラ
イ
ス
と
呼
ん
だ
の
が

最
初
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
ひ
と
つ
の

お
皿
に
カ
レ
ー
ル
ー
と
ご
飯
が

一
緒
に
盛
ら
れ
て
い
る
も
の
は

ラ
イ
ス
カ
レ
ー
、
別
々
は
カ
レ

ー
ラ
イ
ス
だ
と
す
る
説
も
あ
る
。

完
全
に
区
別
は
で
き
な
い
が
、

大
衆
的
が
ラ
イ
ス
カ
レ
ー
、
高

級
感
が
あ
れ
ば
カ
レ
ー
ラ
イ
ス

の
よ
う
だ
。

コ
ラ
ム
豆
電
球

笠
懸
短
歌
サ
ー
ク
ル
　
　
五
月
例
会
よ
り

バ
ラ
の
花
片
浮
か
べ
て
浴
す
ひ
と
と
き
に
妄
想
ふ
く
ら
み
ヒ
ロ
イ
ン
の
如
し
　
　
上
村
　
征
子

久
に
晴
れ
し
気
分
爽
快
露
地
茄
子
の
消
毒
な
せ
り
陽
の
あ
る
内
に
　
　
　
　
　
　
橘
内
　
文
夫

今
日
こ
そ
は
ワ
ク
チ
ン
注
射
予
約
日
と
午
前
五
時
よ
り
目
覚
め
て
し
ま
ひ
ぬ
　
　
久
保
田
茂
子

生
ご
み
の
袋
五
十
枚
買
い
求
め
息
子
の
名
前
書
く
ひ
と
時
の
幸
　
　
　
　
　
　
　
近
藤
ふ
さ
子

年
金
暮
ら
し
を
羨と

も

し
と
時
に
見
や
る
な
り
八
十
路
を
越
え
し
農
の
ひ
と
り
が
　
　
関
口
　
定
夫

か
け
る
度
ま
た
か
け
直
せ
と
く
り
返
す
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
予
約
の
電
話
　
　
　
　
平
山
　
　
勇

テ
ク
テ
ク
お
城
歩
き
⒇

丸
岡
城　
　
步
遊
人

　
丸
岡
城
は
福
井
県
坂
井
市
に

あ
る
日
本
１
０
０
名
城
の
一
つ
。

城
は
柴
田
勝
家
の
甥
、
勝
豊
が

１
５
７
６
（
天
正
四
）
年
に
築

い
た
と
い
い
ま
す
。
現
存
す
る

天
守
（
一
二
城
）
の
中
で
最
も

古
い
建
築
様
式
で
す
。

　
古
図
に
よ
れ
ば
丸
岡
城
の
内

堀
は
五
角
形
を
な
し
て
お
り
、

急
な
階
段
を
昇
り
天
守
の
最
上

階
か
ら
特
徴
的
な
五
角
形
堀
跡

や
市
街
が
一
望
で
き
ま
す
。

　
１
９
４
８
（
昭
和
二
三
）
年
、

の
が
特
徴
的
と
い
い
ま
す
。

近
く
に
、「
日
本
一
短
い

手
紙
の
館
」
が
あ
り
ま
す
。

時
間
が
許
す
な
ら
立
ち

寄
っ
た
ら
い
か
が
で
し
ょ

う
。『
一
筆
啓
上　

火
の

用
心　

お
仙
泣
か
す
な　

馬
肥
や
せ
』
は
よ
く
知
ら

れ
て
い
ま
す
ね
。
お
仙
と

は
初
代
丸
岡
藩
本
田
成
重

を
指
し
て
い
る
と
い
い
ま

す
。

▲青空に映える天守


